
広 報

川 

越

川越市シンボルマーク

雪の残る公園で元気に遊ぶ子どもたち（天王公園・上戸）

小江戸川越春まつり：2
川越駅西口駅前広場リニューアル：4
　　体を動かすっていいな：11
●「議会だより」、「社協だより」が折り込まれています。
●「平成26年度家庭ごみの分け方・出し方」が同時期に配布されます。
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。

Ｚひと　まち

№1314
平成26年3月10日

（毎月10日・25日発行）

川越市マスコットキャラクター
「ときも」
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
川
越
藩
火
縄
銃
鉄
砲
隊
演
武
・
川
越
鳶と

び

組
合
は
し
ご
乗
り
・

旧
山
崎
家
別
邸
で
の
お
茶
席
・
民
踊
流
し
・
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
・
消
防
音
楽
隊
演
奏
・
小
江
戸
川
越
太
鼓
組
演
奏
・
ラ

ジ
オ
ぽ
て
と
w
i
t
h 

Uユ

ー

ス

ト

リ

ー

ム

S
T
R
E
A
M
な
ど
。

日
時
…
3
月
29
日
㈯
、
午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場
…
一
番
街
ほ
か（
交
通
規
制
図
参
照
）

小
江
戸
川
越
春
の
舟
遊

　
乗
船
は
無
料
。
荒
天
・
増
水
時
等
は
6
日
㈰
。

日�

時
…
4
月
5
日
㈯
、
午
後
1
時
～
7
時（
受
け
付
け
は
、

午
後
6
時
30
分
ま
で
）

会
場
…
新
河
岸
川
河
畔（
北
公
民
館
前
）

新
河
岸
川
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
舟
遊
と
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
た
時
期
に
行
い
ま
す
。

会
場
…
新
河
岸
川
河
畔（
北
公
民
館
前
）

＊
同
時
期
に
、
伊
佐
沼
西
側
の
桜
並
木
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。

小
江
戸
川
越
縁
日
大
会（
荒
天
中
止
）

　
催
し
の
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
程
…
5
月
4
日
㈷
・
5
日
㈷
、
午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場
…
蓮れ

ん

馨け
い

寺じ

・
熊
野
神
社
・
鍛か

冶じ

町ま
ち

広
場

小
江
戸
川
越
民
踊
大
会（
荒
天
中
止
）

日
時
…
5
月
6
日
㉁
、
午
前
10
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

会
場
…
蓮
馨
寺

子
ど
も
囃
子
競
演
会（
荒
天
中
止
）

日
時
…
5
月
6
日
㉁
、
午
前
11
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

会
場
…
鍛
冶
町
広
場

3月29日㈯～
5月6日㉁

　�

川
越
桜
ま
つ
り
…
3
月
23
日
㈰
～
4
月

6
日
㈰
。
喜
多
院
・
蓮
馨
寺
ほ
か
。

　

�

川
越
市
園
芸
総
合
展
…
3
月
28
日
㈮
～

30
日
㈰
、
午
前
10
時
～
午
後
4
時
。
最

終
日
は
午
後
3
時
ま
で
。
農
業
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
。

　�

お
よ
げ
鯉
の
ぼ
く
ん
!!
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
応
援
鯉
…
塗
り
絵
こ
い
の
ぼ
り
の
作

成
。
3
月
29
日
㈯
、午
前
9
時
～
正
午
。

大
正
浪ろ

ま
ん漫

夢
通
り
。
作
品
は
、
3
月
29

日
㈯
～
5
月
18
日
㈰
に
大
正
浪
漫
夢
通

り
に
飾
ら
れ
ま
す
。

　�

小
江
戸
川
越
蔵
の
街
を
き
も
の
姿
で
散

策
…
3
月
29
日
㈯
。
雨
天
中
止
。
午
後

0
時
30
分
～
1
時
に
埼
玉
り
そ
な
銀
行

川
越
支
店
前
集
合
。

　��

小
江
戸
川
越
の
桜
と
蔵
の
町
を
見
て
歩

く
…
4
月
5
日
㈯
。
小
雨
決
行
。
午
前

9
時
～
9
時
30
分
に
川
越
駅
東
口
自
由

通
路
集
合
。
5
0
0
円（
小
中
学
生

2
0
0
円
）。
ハ
ガ
キ
に
代
表
者
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
明
記

し
、
3
月
31
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で
に

〒
3
5
0
︲
0
8
2
4
石
原
町
二
丁

目
33
︲
13
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
フ
ァ
ク
ス
可
）
L
2
2
2
︲
2
0
7
5

　

O
2
2
2
︲
8
9
7
3
。

　�

お
寺
で
憩
い
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
。
…

4
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰
、
午
後
5
時
～

9
時
。
蓮
馨
寺
・
熊
野
神
社
。

　��

新
河
岸
川
桜
ま
つ
り
…
4
月
5
日
㈯
、

午
前
11
時
～
午
後
4
時
。
雨
天
中
止
。

新
河
岸
川
河
畔（
北
公
民
館
前
）。

　�

石
田
の
春
ま
つ
り
…
4
月
6
日
㈰
、
午

前
10
時
～
午
後
3
時
。
雨
天
の
場
合
13

日
㈰
。
石
田
藤
宮
神
社
。

　�

呑
龍
デ
ー
…
4
月
8
日
㈫
、
午
前
9
時

～
午
後
4
時
。
蓮
馨
寺
。

　�

ク
ラ
ッ
セ
川
越
落
語
会
…
4
月
11
日
㈮
、

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分
。
ク
ラ
ッ

セ
川
越
。
1
0
0
0
円
。
蓮
馨
寺
落
語

会
世
話
人
会
L
2
4
4
︲
5
2
7
0
。

　�

菓
子
屋
横よ

こ

丁
ち
ょ
う

春
ま
つ
り
…
4
月
12
日

㈯
・
13
日
㈰
、
午
後
0
時
30
分
～
4
時

30
分
。
各
日
雨
天
中
止
。
菓
子
屋
横
丁
。

　�

川
越
太
鼓
ま
つ
り
「
太
鼓
の
響
IN
カ
ワ

ゴ
エ
」
…
4
月
13
日
㈰
、
午
前
10
時
～

午
後
4
時
。
え
す
ぽ
わ
ー
る
伊
佐
沼
。

　�

老
袋
の
万
作
…
4
月
13
日
㈰
、
午
後
1

時
～
4
時
。
老
袋
氷
川
神
社
。

　�

居
合
道
演
武
会（
林
崎
甚
助
重
信
追
悼

催
事
）
…
4
月
13
日
㈰
、
午
前
10
時
～

11
時
30
分
。
蓮
馨
寺
。

　�

石
原
の
さ
さ
ら
獅
子
舞
…
4
月
19
日
㈯
・

20
日
㈰
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
。
観

音
寺
。
雨
天
の
場
合
、
石
原
町
公
民
館
。

　�

邦
舞
の
つ
ど
い
…
4
月
20
日
㈰
、
午
前

11
時
～
午
後
4
時
30
分
。
や
ま
ぶ
き
会

館
。

　�

手
づ
く
り
食
市
in
織
物
市
場
…
4
月
27

日
㈰
、
午
前
10
時
～
午
後
5
時
。
旧
川

越
織
物
市
場
。

小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り

川
越
駅
観
光
案
内
所
L
2
2
2
︲
5
5
5
6

川
越
駅
観
光
案
内
所
L
2
2
2
︲
5
5
5
6
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　�
か
わ
ご
え
春
の
農
業
ま
つ
り
…
4
月
29

日
㈷
、
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
。

農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
。

　�

ひ
ら
た
舟
乗
舟
体
験
…
4
月
29
日
㈷
、

午
前
10
時
～
午
後
3
時
。
荒
天
中
止
。

下
新
河
岸
旭
橋
付
近
。

　�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
…
5
月
3
日
㈷
、

午
前
10
時
～
午
後
3
時
。
雨
天
の
場
合

4
日
㈷
。
連
雀
町
繁
栄
会
通
り
。

　�

西
武
鉄
道
・
小
田
急
電
鉄
・
江
ノ
島
電

鉄
合
同
の
ん
び
り
ハ
イ
ク
&
ウ
ォ
ー

ク
…
5
月
3
日
㈷
。
荒
天
中
止
。
午
前

9
時
30
分
～
11
時
に
本
川
越
駅
前
集

合
。

　�

川
越
iい

 
ご

g
o
キ
ッ
ズ
ま
つ
り
…
子
ど
も

向
け
囲
碁
イ
ベ
ン
ト
。
5
月
3
日
㈷
、

午
前
10
時
～
午
後
3
時
。
雨
天
の
場
合

4
日
㈷
。
大
正
浪
漫
夢
通
り
。

　�

夢
市
場
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
…
5
月
3

日
㈷
、
午
前
10
時
～
午
後
3
時
。
雨
天

の
場
合
4
日
㈷
。
大
正
浪
漫
夢
通
り
。

　�

山
車
の
展
示
と
居
囃
子
…
荒
天
中
止
。

5
月
3
日
㈷
・
4
日
㈷
、
午
前
10
時
～

午
後
3
時
30
分
。
小
江
戸
蔵
里
。
徳と

く

川が
わ

家い
え

光み
つ

の
山
車
・
新
富
町
一
丁
目
。
▼
5

月
4
日
㈷
･
5
日
㈷
、
午
前
10
時
～

午
後
3
時
。
熊
野
神
社
。
太お

お

田た

道ど
う

灌か
ん

の

山
車
・
連
雀
町
。
▼
5
月
4
日
㈷
・
5

日
㈷
、
午
前
11
時
～
午
後
3
時
。
稲
荷

神
社
前
。
牛う

し

若わ
か

丸ま
る

の
山
車
・
元
町
一
丁

目
。

　�

花
ま
つ
り
合
同
法
要
…
5
月
4
日
㈷
、

午
後
1
時
～
4
時
。
蓮
馨
寺
。

集
団
回
収
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

　

集
団
回
収
を
実
施
し
て
い
る
団
体
や
、

こ
れ
か
ら
始
め
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る

団
体
は
、
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、現
在
登
録
し
て
い
る
団
体
に
は
、

事
前
に
代
表
者
あ
て
に
通
知
し
ま
し
た
。

当
日
直
接
会
場
。

日�

時
…
3
月
15
日
㈯
、
午
前
10
時
～
・
午

後
1
時
～
・
3
時
～

会
場
…
環
境
プ
ラ
ザ（
つ
ば
さ
館
）

集
団
回
収
事
業
報
償
金
の
申
請
受
け
付
け

　

1
月
1
日
か
ら
3
月
31
日
ま
で
に
実
施

し
た
、
集
団
回
収
実
績
に
対
す
る
報
償
金

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
…
4
月
1
日
㈫
～
14
日
㈪

受�

付
場
所
…
資
源
循
環
推
進
課（
資
源
化

セ
ン
タ
ー
1
階
）

提�

出
書
類
…
集
団
回
収
報
償
金
交
付
申
請

書
・
集
団
回
収
実
施
報
告
書

集
団
回
収
優
良
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た

　

2
月
13
日
、
平
成
25
年
度
集
団
回
収
優
良

団
体
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
川
合
善
明
市
長
か

ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
賞
団
体
は
、
旭
一
丁
目
子

ど
も
会
育
成
会
、富
士
見
子
ど
も
育
成
会
、

脇
田
町
子
供
会
、
霞
町
わ
か
ぎ
会
、
藤
間

南
自
治
会
、
高
階
小
後
援
会
、
霞
ケ
関
西

小
P
T
A
、
南
古
谷
小
P
T
A
の
8
団

体
で
す
。

　

集
団
回
収
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
が
図
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
‐
6
2
6
7

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
集
団
回
収

今
年
の「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」
は
、

5
月
25
日
㈰
、
10
月
26
日
㈰

で
す
。

小江戸川越きものファッションショー
観光課L224－5940O224－8712

　あなたの自慢の着物を披露してみませんか？着物が大好きな方
ならどなたでも参加できます。皆さんの応募をお待ちしています。
　なお、当日は着物を着て会場に集合してください。
日時…5月4日㈷、午後1時10分～2時10分　会場…蓮馨寺境内
特設ステージ　定員…20組（抽選）　申し込み…同課・小江戸川越
観光協会・川越駅観光案内所・市ホームページにある出場エントリ
ー用紙に必要事項を明記し、4月4日㈮（消印有効）までに〒350－
8601川越市役所観光課（ファクス・市ホームページからも可）

交通規制（一番街ほか）

市役所市役所

時の鐘時の鐘
菓
子
屋
横
丁

菓
子
屋
横
丁

鍛冶町広場鍛冶町広場

熊野神社熊野神社

県道
川越
日高
線

県道
川越
日高
線

3月29日㈯
午前10時～午後4時

札の辻

蓮馨寺

連雀町

仲町
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川越駅西口まちづくり推進室L245ー6011

川越駅西口駅前広場リニューアル

新しくなった西口駅前広場
思いやり乗降場を設置（左図、　　部分）
　車いすの方、けがをしている方、小さな
子どもを連れている方、高齢の方、妊娠し
ている方などのための専用乗降場です。
歩行者用デッキを整備
　歩行者は、安全に通行できるようになり、
車両と完全に分離されます。これにより、
路線バスやタクシー待ちの乗客による歩道
の混雑が解消されます。
　また屋根を設置したことで、快適に移動
することができるようになりました。
バリアフリー化の推進
　地上部と歩行者用デッキを結ぶ階段付近
に、エレベーター（4基）を設けました。ま
た4か所の横断歩道に、市内で2例目となる
エスコートゾーン（点字ブロック付き横断歩
道）を整備しました。路線バス乗降場は、ノ
ンステップバス対応です。
　新たに点字と文字を組み合わせた触知案
内板を2か所設置しました。
環境に配慮した空間
　街路灯や照明には LED 照明を採用しまし
た。また、バス乗降場の屋根や街路灯の一
部に太陽光発電パネルを設置しています。

ご注意ください
●乗降場へは、歩行者用デッキをご利用
ください。1階部分から道路を横断して
行くことはできません。
●一般車乗降場を利用する際は、短時間
停車にご協力ください。
●一般車乗降場での営業用の送迎行為は
ご遠慮ください。

　平成24年から始まった川越駅西口駅前広場改修工事

が3月末日で終了します。工事の進捗に合わせて、3月

26日、午後3時ごろから供用を開始します（状況により

時間が変更になる場合があります）。

　工事中は交通規制などにご

協力いただき、ありがとうご

ざいました。

3 月 26日㈬　供用開始

＊数字はバス停の位置です。行き先は、左ページをご確認ください。
一般車両 路線バス・タクシー

タクシー
乗り場
タクシー
乗り場

⑤ ⑥ ⑦

⑧

④

川越駅西口川越駅西口

バス
タクシー
エリア

一般車乗降
エリア

一般車両の入り口はここからです
←所沢方面←所沢方面

本
川
越
駅方

面

本
川
越
駅方

面

←←

①

②
③

路線バス・タクシー乗降場、車両の動線路線バス・タクシー乗降場、車両の動線

触知案内板触知案内板

エレベーターEV

歩行者の動線歩行者の動線

川越駅西口川越駅西口

1階 2階（歩行者用デッキ）

EVEV

EVEV

歩行者用デッキ

本
川
越
駅方

面

本
川
越
駅方

面

←←

←所沢方面←所沢方面

歩道歩道 歩道歩道
EVEV

一般車
乗降場

触知案内板触知案内板

バス停

思いやり
乗降場

EVEV
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　身体障害者手帳の認定基準の見直しにより、4月1日

以降の申請から新たな認定基準に基づき認定を行いま

す。ただし、3月末までに診断書・意見書が作成された

方は、6月末までに申請すれば従来の基準で認定されま

す。

対�象…ペースメーカ等（体内植え込み型除細動器を含む）

を入れた方▶人工関節等（人工骨頭を含む）を入れた方

ペースメーカ等
従来の基準…一律1級

新�たな基準…ペースメーカ等への依存度や日常生活活動の

制限の程度に応じて1級、3級、4級のいずれかに認定

人工関節等
従来の基準…5級以上

新�たな基準…手術後の安定した時点での関節可動域等に

応じて認定（認定されない場合もあります）

障害者福祉課L224－5785

●積雪などにより被害があった際、各自で契約している

保険の対象となる場合があります。保険金や見舞金の請

求時に市役所で発行されるり災証明書が必要な際は、申

請してください。

問い合わせ…福祉推進課L224ー5769

●住宅や家財に被害を受けた方は、来年行う平成26年

分所得税の確定申告の際に、雑損控除を受けられる場合

があります。詳しくは、税務署へお尋ねください。

問い合わせ…川越税務署L235ー9411

●被害を受けたカーポート（一般家庭住宅から発生した

ものに限る）を、市のごみ処理施設で受け入れします（事

業者の持ち込みは不可）。

問い合わせ…環境施設課L239ー6901

●家屋または償却資産（事業用資産）に2割以上の損害を

受けた場合、その程度により固定資産税・都市計画税が

減免される場合があります。

問い合わせ…資産税課L224ー5642

●上記の他、各種融資制度や自動車税等の減免などの制

度があります。

問い合わせ…埼玉県消防防災課L048ー830ー8181

＊上記の手続きなどは、市ホームページでもお知らせし

ています。

＊降雪が予想されるときは、必要に応じて事前の対策を

行いましょう。

	 5	 広報川越№1314・2014.3.10

　4月5日㈯、午前10時～11時に川越駅西
口駅前広場特設会場において、完成式典を行
います。
　式典の間、歩行者用デ
ッキの通行が一部制限さ
れます。ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協
力をお願いします。

バス停
位置 行き先

①
川越シャトル
●総合保健センター（20・24系統）
●南大塚駅北口（21・22系統）

② イーグルバス
●喜多院・蔵の街（川越市内巡り）

③
西武バス
●新所沢駅東口・西武バス所沢営業所
●かすみ野・尚美学園大学

④
西武バス
●南大塚駅南口・新狭山駅南口
●川越水上公園（季節運行）

⑤ 西武バス
●今福中台・川越営業所

⑥ 西武バス
●三井アウトレットパーク（季節運行）

⑦

空港連絡バス・高速バス
●成田空港、羽田空港
●東京ディズニーリゾート®・新浦安
●京都・大阪
●富山・金沢
●富士急ハイランド・河口湖
●�みなかみ・四万・伊香保（季節運行）
●尾瀬戸倉・大清水（季節運行）

⑧ 西武バス
●本川越駅

認定基準が変わります

2月の大雪で被害に遭われた方へ

正面奥が川越駅（完成イメージ図）正面奥が川越駅（完成イメージ図）
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	広報川越№1314・2014.3.10	 6

　
平
成
25
年
11
月
28
日
の
川
越
市
議
会
に
お
い
て
、
元
川
越
市
長
の
舟ふ

な

橋ば
し

功こ
う

一い
ち

さ
ん
に
川
越
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
、
2
月
24
日
に
推

挙
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
越
市
名
誉
市
民
秘
書
室
L
2
2
4
‐
5
4
9
1

　

舟
橋
功
一
さ
ん
は
、
昭
和
7
年
、
栃

木
県
に
生
ま
れ
、
同
36
年
4
月
に
弁
護

士
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
同
38
年
4
月
、

埼
玉
県
議
会
議
員
に
初
当
選
、
3
期
12

年
に
わ
た
り
県
議
会
議
員
と
し
て
、
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
5
年
2
月
に
川
越
市
長
に
初
当

選
し
、
同
21
年
2
月
ま
で
4
期
16
年
、

地
方
自
治
体
の
長
と
し
て
本
市
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
就
任
当
時
の
川
越
市
は
、
21
世

紀
を
間
近
に
控
え
、
情
報
化
・
国
際
化
・

高
齢
化
等
が
急
速
に
進
展
し
、
地
方
自

治
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
貌
を

遂
げ
て
い
る
時
代
で
し
た
。

　

行
財
政
運
営
で
は
、
市
民
目
安
箱
の

設
置
や
市
政
懇
談
会
を
積
極
的
に
開
催

し
、
市
民
に
開
か
れ
た
対
話
の
市
政
を

実
現
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
15
年
に
は
、

埼
玉
県
で
最
初
の
中
核
市
へ
の
移
行
を

果
た
し
、
よ
り
効
率
的
で
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
循
環
バ
ス
と
し
て
川
越

シ
ャ
ト
ル
の
運
行
、
川
越
産
の
農
作
物

を
学
校
給
食
に
活
用
し
た
地
産
地
消
の

推
進
な
ど
、
市
民
生
活
の
利
便
性
の
向

上
や
安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
川
越
ま
つ
り
会
館
の
開
設

や
観
光
関
連
施
設
の
整
備
を
推
進
し
、

観
光
の
ま
ち
と
し
て
の
地
位
を
確
立
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策

条
例
の
制
定
な
ど
、
環
境
分
野
に
お
い

て
、
全
国
で
も
先
駆
的
な
役
割
を
果
た

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
川
越
ナ
ン
バ
ー
の
実
現
や

フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
タ
ン
市
や
北
海
道
中

札
内
村
と
の
姉
妹
友
好
都
市
盟
約
の
締

結
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て

本
市
の
発
展
と
市
民
生
活
の
質
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

使
っ
て
ま
す
か
？
　
　
　
　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

国
民
健
康
保
険
課
L
2
2
4
︲
5
8
3
6

　

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
技
術
の

高
度
化
等
に
よ
り
、
医
療
費
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
家
計
や
患
者
自
身
の

負
担
軽
減
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後

発
医
薬
品
）の
普
及
促

進
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

医
師
や
薬
剤
師
と
相

談
を
し
な
が
ら
、
上
手
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

配�

布
場
所
…
国
民
健
康
保
険
課（
本
庁
舎

2
階
）、
出
張
所
、
南
連
絡
所

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　

こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
薬（
先
発
医

薬
品
）の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
同
等
の

品
質
で
販
売
さ
れ
る
低
価
格
の
薬
で
す
。

飲
み
薬
し
か
な
い
の
？

　

飲
み
薬
だ
け
で
な
く
、
点
眼
薬
・
軟
膏

な
ど
の
外
用
薬
、
点
滴
用
薬
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
不
安
な
場
合
は
？

　

分
割
調
剤
と
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
短
期
間
試
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
体
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
元

の
薬
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
て
の
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
で

き
る
の
？

　

特
許
期
間
が
切
れ
て
い
な
い
薬
に
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、

病
状
や
症
状
な

ど
に
よ
り
今
ま

で
飲
ん
で
い
た
薬
の
方
が
適
切
だ
と
医
師

が
判
断
し
た
場
合
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合

は
？

　

処
方
の
際
、
医
師
や
薬
剤
師
に
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方
し
て
く
だ
さ

い
」
と
申
し
出
る
か
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。広

域
交
付
申
請
に
よ
る
住
民
票

の
交
付
に
つ
い
て

市
民
課
L
2
2
4
‐
5
7
4
4

　

機
械
の
廃
止
に
伴
い
、4
月
1
日
か
ら
、

本
川
越
駅
証
明
セ
ン
タ
ー
で
の
広
域
交
付

申
請
に
よ
る
住
民
票
の
交
付
を
終
了
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

＊
広
域
交
付
申
請
と
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
、
住
民
票
の
写
し
を
他
市
町
村
で

も
交
付
申
請
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
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	 7	 広報川越№1314・2014.3.10

平
成
25
・
26
年
度
入
札
参
加
業

者
の
追
加
登
録
を
受
け
付
け

契
約
課
L
2
2
4
︲
5
6
3
2

　

建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、
土

木
施
設
維
持
管
理（
道
路
・
河
川
・
苑え

ん

地ち

・
下
水
道
）の
業
種
に
つ
い
て
、「
埼
玉

県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
」
加
入
自
治

体
に
よ
る
、
共
同
受
け
付
け
を
実
施
し
ま

す
。
手
続
き
の
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
「
申
請
の
手
引
き
」
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

受�

付
期
間
…
新
規
申
請
＝
4
月
1
日
㈫
～

23
日
㈬
▼
業
種
な
ど
の
追
加
申
請
＝
4

月
1
日
㈫
～
30
日
㈬（
各
消
印
有
効
）

受�

付
方
法
…
申
請
書
類
と
添
付
書
類
を
〒

3
3
0
︲
9
3
0
1
さ
い
た
ま
市
浦

和
区
高
砂
三
丁
目
15
‐
1
・
県
入
札
審

査
課
に
郵
送

＊
市
で
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
課
L
2
2
4
︲
5
8
3
3

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
発
送
し
ま
す

　

現
在
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
2
割（
平

成
26
年
3
月
31
日
ま
で
は
1
割
）の
高
齢

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
引
き
続
き

1
割
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
を
発
送
し
ま
す
。

発
送
日
…
3
月
25
日
㈫

新
た
に
対
象
に
な
る
方
へ

　

新
た
に
高
齢
受
給
者
証
の
対
象
に
な
る

方
と
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

対�

象
…
①
誕
生
日
が
昭
和
19
年
3
月
2
日

～
同
年
4
月
1
日
の
方
、
②
誕
生
日
が

昭
和
19
年
4
月
2
日
以
降
の
方

一�

部
負
担
金
の
割
合
…
①
＝
1
割（
現
役

並
み
所
得
者
は
3
割
）、
②
＝
2
割（
現

役
並
み
所
得
者
は
3
割
）

＊
高
齢
受
給
者
証
は
、
70
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
た
月
の
翌
月（
1
日
が
誕
生
日
の
方

は
そ
の
月
）か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が
対
象

で
す
。固

定
資
産（
土
地
・
家
屋
）評
価

額
が
確
認
で
き
ま
す

縦
覧
・
閲
覧
＝
資
産
税
課

L
2
2
4
‐
5
6
4
2

不
服
審
査
＝
市
民
税
課

L
2
2
4
‐
5
6
3
7

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

納
税
者
が
、
自
己
の
所
有
す
る
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
が
、
他
と
比
較
し
て
適
正

で
あ
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦�

覧
期
間
…
4
月
1
日
㈫
～
6
月
2
日
㈪

対�

象
…
納
税
者
▼
同
居
の
親
族
▼
納
税
管

理
人
▼
相
続
人
代
表
者
▼
納
税
者
の
委

任
状
を
持
つ
方

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

自
己
の
所

有
す
る
土

地
・
家
屋
・

償
却
資
産
の

課
税
内
容
が

確
認
で
き
ま

す
。
前
記
縦

覧
期
間
内
は
「
名な

寄よ
せ

帳
兼
課
税
台
帳
の
写

し
」
を
無
料
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
縦
覧

期
間
以
降
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

対�

象
…
固
定
資
産
の
所
有
者
▼
同
居
の
親

族
▼
納
税
管
理
人
▼
相
続
人
代
表
者
▼

所
有
者
の
委
任
状
を
持
つ
方

●
縦
覧
・
閲
覧
の
会
場
・
持
ち
物

会
場
…
資
産
税
課（
本
庁
舎
2
階
）

持�

ち
物
…
本
人
確
認
で
き
る
物（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

前
年
度
納
税
通
知
書
の
い
ず
れ
か
）

不
服
審
査
の
申
し
出

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
価

格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、「
川
越
市
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
」
へ
審
査
を
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
出
先
…
市
民
税
課（
本
庁
舎
2
階
）

申�

し
出
期
間
…
4
月
1
日
㈫
か
ら
納
税
通

知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
の
翌
日
以
降

60
日
経
過
し
た
日
ま
で

市民センター推進室L224ー6364

出張所・川鶴連絡所が
市民センターになります

　4月1日から、市内全出張所（10か所）・川鶴連絡所

が市民センターにな

ります。

　市民センターは、

自治会などの地域コ

ミュニティ活動への

支援を強化するとと

もに、公民館と連携

して、一体的に地域づくりを推進します。

　市民センターでは、届け出の受け付けなどの窓口業

務は、これまでどおり行います。業務時間はこれまで

と変わらず、午前8時30分～午後5時15分（土・日曜

日、祝日、休日を除く）です。

＊市民センターと併設する公民館では、施設の貸し出

しや各種講座の開催等の業務を従来どおり行います。
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家
庭
で
の
主
な
点
検
ポ
イ
ン
ト

家
族
で
災
害
時
の
連
絡
方
法
を
話
し
合
う

　

災
害
時
は
、
家
族
や
友
人
の
安
否
が
気

に
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
通
信
手
段
を

使
っ
て
、
連
絡
を
取
る
方
法
を
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
固
定
電
話
か
ら
利
用

で
き
る
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

1
7
1
」、
携
帯
電
話
か
ら
利
用
で
き
る

「
携
帯
電
話
災
害
用
伝
言
板
」、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
「
w
e
b
1
7
1
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

非
常
用
持
ち
出
し
品
・
備
蓄
品
の
準
備

　

飲
料
水
や
食
料
な
ど
を
普
段
か
ら
多
め

に
備
蓄
し
、
利
用
し
な
が
ら
買
い
足
す
こ

と
を
繰
り
返
す「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」

を
す
る
こ
と
で
、
消
費
期
限
切
れ
な
ど
に

よ
る
備
蓄
品

の
不
足
を
防

ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
最

低
で
も
3
日

分
の
食
料
を

用
意
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

職
場
で
の
主
な
点
検
ポ
イ
ン
ト

災
害
時
の
防
災
体
制
の
整
備

　

災
害
時
に
お
け
る
防
災
体
制
を
あ
ら
か

じ
め
定
め
ま
し
ょ
う
。

職
場
の
安
全
対
策

　

備
品
や
O
A
機
器
な
ど
の
転
落
・
落

下
防
止
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

連
絡
方
法
等
の
整
備

　

従
業
員
や
そ
の
家
族
と
の
連
絡
方
法
を

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
、
緊
急
連
絡
網

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

＊
家
庭
・
職
場
の
「
防
災
点
検
シ
ー
ト
」

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防
災
情
報
、
ま
た

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
地
震
に
備
え
た
防

災
総
点
検
に
つ
い
て
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

通
勤
・
通
学
途
中
で
の
点
検
ポ
イ
ン
ト

情
報
収
集
手
段
の
確
保

　

携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
の
準
備
が
重
要
で

す
。
慌
て
ず
に
、
情
報
を
収
集
し
ま
し
ょ

う
。

帰
宅
困
難
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

災
害
直
後
の
移
動
は
、
建
物
の
倒
壊
や

落
下
物
な
ど
で
危
険

で
す
。
ま
た
、
多
く

の
人
が
一
斉
に
帰
宅

を
始
め
る
と
道
路
や

駅
が
混
雑
し
、
緊
急

車
両
の
通
行
の
妨
げ

等
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
帰
宅
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
む
や
み
に
移
動

せ
ず
、
勤
務
先
や
学
校
内
の
安
全
な
場
所

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

実
際
に
歩
い
て
み
る

　

安
全
に
帰
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら

帰
宅
し
ま
し
ょ
う
。
交
通
機
関
が
復
旧
し

て
い
な
い
こ
と
を
想
定
し
、
家
か
ら
職
場

や
学
校
ま
で
の
経
路
を
事
前
に
確
認
し

て
、
実
際
に
歩
い
て
帰
る
訓
練
を
し
て
お

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

公
共
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
帰
宅
支
援

ポ
イ
ン
ト
を
確
認

　
「
災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
の
あ
る
店
舗
等
で
は
、
休

憩
場
所
、
ト
イ
レ
、
水
道
水
、
情
報
提
供

等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
市
で
は
市
内
主
要
駅
周
辺
帰
宅
困
難
者

へ
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

　

災
害
発
生
に
伴
い
、
市
内
主
要
駅
周
辺

に
多
数
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
す
る
と
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

主
要
駅
周
辺
帰
宅
困
難
者
対
策
協
議
会

で
は
、
今
後
、
訓
練
の
実
施
や
市
内
に
お

け
る
一
時
滞
在
施
設
の
確
保
、
必
要
な
物

資
の
備
蓄
な
ど
の
帰
宅
困
難
者
対
策
を
充

実
し
て
い
く
予
定
で
す
。

平
成
25
年
度 

市
の
主
な
防
災
事
業

●�「
川
越
市
地
域
防
災
計
画
」
の
見
直
し

●�

市
民
参
加
型
の
防
災
訓
練
の
実
施

●�

災
害
時
に
お
け
る
協
定
4
件
を
締
結

●�

通
信
手
段
の
確
保
、
多
様
化

東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年

防
災
対
策
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
東
北
地
方
を
中
心
に
か
つ
て
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大

震
災
か
ら
3
月
11
日
で
3
年
が
経
ち
ま
す
。
ま
た
昨
年
11
月
に
は
、

首
都
圏
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
の
被

害
想
定
が
、
国
の
中
央
防
災
会
議
で
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

防
災
意
識
の
向
上
と
家
庭
、
職
場
な
ど
に
お
け
る
日
頃
か
ら
の
災
害

へ
の
備
え
を
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
再
度
、
皆
さ
ん
の
家
庭
、
職
場
で

の
防
災
対
策
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 防

災
危
機
管
理
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
4

川越市自治会連合会からの寄
付金の活用により、地域防災
拠点と各避難所を結ぶ連絡手
段として、デジタル簡易無線
機を導入しました。
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ひ
と 

ま
ち

小
江
戸
川
越
み
ど
こ
ろ
90
観
光
コ
ー
ス

観
光
課
L
2
2
4
︲
5
9
4
0
10

　
今
回
は「
郊
外
の
桜
を
楽
し
む
」コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。は
じ
め
に
、

霞
ケ
関
地
区
の
御
伊
勢
塚
公
園
を
訪
ね
ま
す
。
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す

雑
木
林
の
ほ
か
、
か
っ
ぱ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
芝
生
広
場
な
ど
が
あ
る

こ
の
公
園
の
名
称
は
、
伊
勢
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
塚
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
公
園
前
の
御
伊
勢
塚
通
り
沿
い
の
桜
並
木

は
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
桜
並
木
を
少
し
戻
り
、
小
畔
水
鳥
の
郷
公
園
に
向
か
い
ま
す
。
こ
こ

は
、
雨
水
調
節
池
の
周
囲
を
整
備
し
た
公
園
で
、
池
は
水
鳥
の
休
息
、

営
巣
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
池
の
周
り
を
ぐ
る
っ
と
一
周
出
来

る
遊
歩
道
の
途
中
に
は
、
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
桜
の
下
で

水
鳥
を
眺
め
、
鳥
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
の
ん
び
り
す
る
の

も
い
い
で
す
ね
。
ベ
ン
チ
で
休
憩
し
た
あ
と
は
、
尾
崎
神
社
を
目
指
し

ま
す
。
毎
年
、
春
分
の
日
に
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財「
芳ほ

う

地じ

戸ど

の
ふ

せ
ぎ
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
隠
れ
た
桜
の
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
最
後
は
笠
幡
に
あ
る
延
命
寺
で
す
。
参
道
か
ら
山
門
に

か
け
て
咲
き
誇
る
桜
は
鮮
や
か
で
、
延
命
寺
と
そ
の
界
隈
は
「
川
越
百

景
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
門
脇
の
塀
の
窓
か
ら
境
内
を

の
ぞ
く
と
、
そ
こ
に
は
一
面
の
桜
を
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き
、
普
段
目
に

す
る
風
景
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
姿
の
桜
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郊外の桜を楽しむコース

松ヶ丘2丁目松ヶ丘2丁目

鶴ヶ島駅

笠幡
駅

笠幡
駅

小畔水鳥の郷公園2小畔水鳥の郷公園
御伊勢塚公園1御伊勢塚公園

かさはた公園通りかさはた公園通り

尾崎神社4尾崎神社
延命寺5延命寺

笠幡公園3笠幡公園

2

1

4

5

3

川鶴けやき通り川鶴けやき通り

関
越
自
動
車
道

　
　
　
　東日本大震災に起因する、東京電力福島第
一原子力発電所の事故が発生してから間もな
く3年が経ちます。世間の放射能に対する関
心も薄れつつあるように思われます。
　しかしながら、放射性物質の半減期には、
極めて長いものもあります（プルトニウム
239の半減期は2万4000年と聞いていま
す）し、事故を起こした原発の廃炉作業は、
30～50年はかかると見込まれる長期間にわ
たる処理事業です。私たちとしても、自分や
子ども、さらには孫の代の生命の安全に関わ

ることとして、東京電力福島第一原子力発電
所の状況や身の回りの放射線量について関心
を持ち続ける必要があると思います。
　市では事故発生後から放射性物質の検査を
継続的に行っており、現在も学校給食の食材
や保育園等の給食食材の測定をしています。
さらに、学校・保育園・公園などの大気中放
射線量および土壌中放射性物質の測定などの
検査を定期的に行っています。
　また、市民の皆様が持ち込んだ食品の放射
性物質簡易検査も行っています。これは、家
庭菜園の収穫物や、頂き物、購入した食品な
どを市役所などにお持ちいただき、後日測定
結果を郵送でお渡しするものです。その測定
結果については、市のホームページでもお知
らせしています。
　本市においては問題のない状況ですが、今
後も、引き続き放射性物質検査を実施し、市
民の皆様にとって、安全で安心な生活が送れ
るように努力してまいりたいと考えておりま
す。

35　東日本大震災と
　　　　　　放射性物質
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現
代
社
会
は
、
情
報
化
が
進
み
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど

が
子
ど
も
た
ち
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
上
手
に
こ
れ
ら
と
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
親
の
役
割
が
重

要
で
す
。今
回
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
と
の
付
き
合
い
方
」

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
使
い
方
に
つ
い
て

　
子
ど
も
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
た
い
」
と
言
っ
て
来
た
時
こ

そ
、
話
し
合
い
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。「
な
ぜ
使
い
た
い
の
か
」
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
お
互
い
が
納
得
し
た
上
で
、
使

う
、
使
わ
な
い
を
決
め
ま
し
ょ
う
。
使
う
と
き

に
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
の
設
定
や
使
う

場
所
、
時
間
、
使
っ
て
よ
い
目
的
な
ど
に
つ
い

て
、
子
ど
も
の
成
長
段
階
に
合
っ
た
ル
ー
ル
を

家
庭
で
決
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、公
共
の
場
所
で
は
携
帯
電
話
の
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
を
使
用
す
る
、

知
ら
な
い
人
に
は
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
個
人
情
報
を
教
え
な

い
な
ど
、
危
険
か
ら
身
を
守
る
方
法
に
つ
い
て
も
親
が
し
っ
か
り
教
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
や
、
メ

ー
ル
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
顔

の
見
え
な
い
相
手
と
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
が
原
因
で
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
顔
の
見
え
な
い
者
同
士
の
や
り
取
り
に
は
、
危
険
を
伴
っ
た
り
、

そ
の
つ
も
り
が
な
く
て
も
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と

を
日
頃
か
ら
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向
こ
う
側
に
は
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
い
て
も

人
と
対
面
し
て
い
る
時
と
同
じ
よ
う
に
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。
親
は
、
子
ど
も
に
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
教
え
ま

し
ょ
う
。

地
域
教
育
支
援
課

L
2
2
4
︲
6
0
8
6

家
庭
教
育
の
ス
ス
メ

い
き
い
き
子
育
て 

親
育
ち
⑫

ト
キ
ノ
家
の
認
知
症
介
護
奮
闘
記
そ
の
12

　
ト
キ
ノ
家
の
ヒ
ロ
シ
さ
ん
が
、
妻
の
ヤ
ス

ヨ
さ
ん
の
認
知
症
の
症
状
に
気
付
い
て
か
ら

1
年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
ヒ
ロ
シ
さ

ん
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
ズ
キ
さ

ん
か
ら
得
た
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
や
相
談
会
、
教
室
な

ど
の
参
加
を
通
し
て
認
知

症
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
こ
で
出
会

っ
た
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
の
相
談
員
や
民
生
委
員
、
ヒ
ロ
シ
さ

ん
と
同
じ
よ
う
に
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
人
な
ど
と
悩
み
を
共
有
し
た
り
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ほ
ど
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
や
周
り
の
人
達
と

一
緒
に
い
た
1
年
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
ヒ
ロ
シ
さ
ん
は
、
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
が
認

知
症
に
な
っ
て
初
め
て
、
認
知
症
の
本
人
が

感
じ
る
不
安
な
気
持
ち
、
支
え
る
家
族
の
大

切
さ
、
健
康
の
あ
り
が
た
さ
、
そ
し
て
周
囲

の
人
た
ち
の
温
か
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
人
を
支
え

る
家
族
は
、
認
知
症
の
人
に
と
っ
て
大
切
で

あ
り
、
ま
た
、
家
族
に
と
っ
て
も
そ
の
本
人

は
大
切
な
人
で
す
。

　
認
知
症
の
人
と
、
そ
の
人
を
支
え
る
家
族

を
応
援
す
る
た
め
に
は
、周
囲
の
人
た
ち
が
、

認
知
症
に
対
し
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
理

解
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
認
知
症
の
人
と
家
族
を
支
え

「
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
川
越
」
を
目
指

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ごみ処理とぴっくす　　　一度に多量に出るごみの出し方 資源循環推進課L239－6267

　3月・4月は、引っ越しなどで一度に多量のごみが出
やすい時期です。排出時は、正しい分別やリサイクルを
行い、ごみの減量化に努めましょう。

●多量のごみを一
度に集積所に出す
と、同じ集積所を
利用する人や、歩
行者の迷惑になる
の で や め ま し ょ
う。

●ごみが多量の場合
は、市の処理施設（資
源化センター・東清掃
センター）に直接持ち
込むか、集積所に数回
に分けて少量ずつ出し
てください。
＊各センターの搬入受付時間等は、この広報と同時期に
配布した「平成26年度家庭ごみの分け方・出し方」8ペ
ージをご確認ください

高
齢
者
い
き
が
い
課
L
2
2
4
︲
5
8
0
9

み
ん
な
で
支
え
よ
う
　
大
切
な
人
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

Ｚひと　まち ふぉとニュース Ｚひと　まち

今年の天候は…？
　2月11日、氷川神社（下老袋）で県指定無形民俗

文化財「老袋の弓取式」が行われました。弓取式とは、

的の白い部分を晴れ、黒い部分を雨として矢を放ち、

刺さった矢の多さでその年の天候を占うもの。今年

は、黒と白が半分ずつ。晴れと雨、両方の恩恵を受

けられるようです。しんしんと冷えた空気の中で行

われた式の後、参加者は温かい甘酒と豆腐田楽が振

る舞われ、ほっとひと息。関
せき

根
ね

利
とし

子
こ

さん（下老袋）は

「50年以上この行事に参加してます。的のとおり天

候に恵まれた、良い年になればいいですね」と笑顔。

雪が残る境内で、多くの人
が見守る中行われました
雪が残る境内で、多くの人
が見守る中行われました

再利用で素敵に変身
　使わなく

なった布を

ショルダー

バッグとし

て生まれ変

わらせて再

利 用 す る

「ショルダ

ーバッグづくり講座」が2月18日、

つばさ館で行われました。講師を

務めた「アトリエれな」の代表・

浦
うら

野
の

弘
ひろ

子
こ

さん（今福）は「不用な布

が素敵に変身する楽しさを、皆さ

んにも伝えたい」と講座への思い

を話します。参加者は「孫にあげ

たい」、「自分で作ったものなので、

長く大切に使いたい」などそれぞ

れの思いを胸に、ひと針ひと針に

心を込めて、自分だけのオリジナ

ルバッグを作りました。

針仕事も仲間がいるとより楽しいものに針仕事も仲間がいるとより楽しいものに

見事に完成！見事に完成！

　近隣大学の陸上部の学生を小学校に招き、走る

ことを通して体を動かす楽しさを知ってもらうト

ップアスリートふれあい事業。１～2月は、箱根

駅伝を制した東洋大学陸上競技部の選手が来校し

ました。2月19日に行われた新宿小学校の授業で

は、子どもたちが直接コーチや選手から準備体操

の仕方や走り方を教えてもらい、体育館は熱気で

いっぱいに。小学2年生の金
かね

子
こ

槙
しん

悟
ご

くんは、「走る

のがさらに好きになりました。もっと早く走れる

ようになりたい」と話してくれました。

体を動かすっていいな

「子どもたちにたくさん元気をもらいました」と今年の箱根
駅伝の復路8区で、見事区間賞に輝いた髙久龍選手

プロの技を伝授
　魚のさばき

方から料理の

コツまでプロ

から学べるイ

ベントが、2

月20日 に 埼

玉川越総合地

方卸売市場

（大袋）で行われました。題して「冬が美味 魚料理を

楽しもう」。さばいたのは、仕入れたばかりの新鮮

なアジ・サバ・ヤリイカ。手の置き方や包丁の入れ

方に至るまで、丁寧に教えてくれます。料理では、

サバのムニエルをふっくら焼くコツなどを目の前

で実演。参加者の金
かね

子
こ

京
きょう

子
こ

さん（南台3丁目）は「普

段はここまで勉強

する機会がないの

で、とても楽しか

ったです」と顔を

ほころばせていま

した。

プロの技に「なるほど！」プロの技に「なるほど！」

市場内の食育ショップで料理実演市場内の食育ショップで料理実演
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ど
ん
ぐ
り
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記
録
的
な
積
雪
を
記
録
し
た

今
年
の
冬
。「
雪
」
と
い

う
漢
字
は
、
雨
か
ん
む
り
に
彗

ほ
う
き

と

い
う
字
が
簡
略
化
さ
れ
て
「
雪
」

と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ほ
う
き
で

掃
け
る
雨
と
い
う
意
味
の
よ
う
で

す
が
、
平
野
部
に
降
る
雪
は
水
分

が
多
く
、
ほ

う
き
で
雪
を

掃
く
の
は
難

し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

雪
が
降
っ
た

あ
と
に
皆
で

協
力
し
て
雪

か
き
を
す
る
光
景
を
よ
く
見
か
け

ま
し
た
。
地
域
の
絆

き
ず
な

を
改
め
て
感

じ
る
と
と
も
に
、
雪
に
よ
る
被
害

状
況
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ

て
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い

が
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人

選
手
の
活
躍
に
元
気
を
も

ら
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
6
年
後
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ゴ
ル
フ
競
技
が

行
わ
れ
る
川
越
か
ら
明
る
い
話
題

を
発
信
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

蔵
造
り
の
建
物
を
完
成
さ

せ
る
に
は
、
多
く
の
時
間
が

か
か
り
ま
す
。中
で
も
壁
は
、

竹
を
藁わ

ら

縄
で
格
子
に
編
ん
だ

木こ

舞ま
い

と
い
う
下
地
造
り
か

ら
、
壁
に
艶
を
出
す
た
め
の
ノ
ロ
掛
け
と
い
う
仕
上
げ
に

至
る
ま
で
十
数
回
と
い
う
工
程
が
必
要
で
す
。

　

壁
を
仕
上
げ
る
際
に
重
要
な
役
割
を
担
う
の
が
左
官
職

で
す
。
左
官
の
仕
事
は
水
仕
事
と
も
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
水

の
引
き
具
合（
乾
燥
度
合
）で
仕
上
が
り
が
決
ま
り
ま
す
。

気
候
や
季
節
、
現
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
粘
り
気
の
あ
る

土
と
砂
と
ス
サ（
植
物
繊
維
）の
配
合
を
変
え
な
が
ら
練
っ

た
土
を
、
厚
さ
が
7
寸
～
1
尺（
約
21
～
30
㎝
）に
な
る
ま

で
何
回
も
塗
り
重
ね
る
た
め
、
白
漆
喰
を
塗
る
仕
上
げ
ま

で
に
3
年
も
の
歳
月
が
か
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
総
仕
上
げ
の
黒
漆
喰
を
塗
る
工
程
は
、
た
っ

た
1
日
で
決
ま
り
ま
す
。
水
の
引
き
具
合
を
見
定
め
、
貝か

い

灰ば
い

や
粉こ

な

墨す
み

に
糊の

り

と
な
る
海
藻
と
つ
な
ぎ
の
麻
を
混
ぜ
た
黒

ノ
ロ
を
一い

っ

気き

呵か

成せ
い

に
塗
り
ま
す
。い
か
に
薄
く
平
ら
に
し
、

漆
の
よ
う
な
光
沢
を
出
す
か
が
職
人
の
技
な
の
で
す
。
江え

戸ど

黒ぐ
ろ

と
呼
ば
れ
る
黒
漆
喰
の
重
厚
感

あ
る
壁
は
、こ
う
し
て
完
成
し
ま
す
。

　

壁
は
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、
黒
漆

喰
が
薄
れ
て
下
地
の
白
漆
喰
と
の
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
現
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
壁
に
注
目
し
て
蔵
造
り
の

町
並
み
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　
２２４４２２４４２２４４

川
越
時
間
旅
行
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都
市
景
観
課
L
2
2
4
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黒
漆し

っ

喰く
い

の
蔵
造
り
に
見
る
職
人
の
技

　 ラ ン は、
その種類が
25,000以上
あるといわれ

ています。その中でもっとも種
類が豊富なデンドロビウムは、
ギリシア語で「木に生ずる」と
いう意味を持つ着生植物で、野
生では土ではなく木に根を張

ります。どの種類も花の形は似ていますが、茎や
葉の形状が異なり、草丈は数 cmから3m近いも
のまでさまざま。種類が多く育てやすいため日本
では、観賞用として人気があるそうです。
　「挿し木をしてから出荷までに3年程かかりま

す。きれいな色を出す
ために温度と日照管理
に気を使っています」。
と話すのは市内でデン
ドロビウムを栽培する
皆
みな

木
き

悟
さとる

さん（上老袋）。
　自宅で育てるポイン
トは、完全に乾いてか
ら次の水やりをするこ
とだそうです。
　白、赤、ピンク、黄
色などさまざまな色が
あるデンドロビウム。4月上旬まで伊佐沼農産物
直売所、あぐれっしゅ川越の店頭に並びます。

24

農政課L224－5939

デンドロビウム

「開花後、10℃前後の低温の場
所に置き、上手に育てると1か
月程楽しめることもあります」




